
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校正門周辺では県道かさ上げ・拡幅工事により保護者の皆様に

も大変ご不便をおかけしています。現在、工事はかなり進んできて

おり、本校正門の門塀はほぼ完成し、年内には門扉用のレールを設

置する予定です。しかし、校内への進入路（体育館前までのスロー

プ）や歩道の工事は年明けになるということで、全体が完成するま

でにはもうしばらくかかりそうです。 

さて、この工事に関して今年４月に郡山区画整理事務所と協議

し、旧正門は撤去し、新たな校門を新設することにしました。 

旧正門は現在のJA郡山支所一帯にあった近世の御仮屋を意識し

た石垣風のコンクリート造りでしたが、表面のカラー塗装が剥がれ

たり、内部の鉄筋が露出したりしていました。また、「郡山中学校」

の文字には一部欠損が見られました。この状態で表面を補修して移

設してもいずれ劣化することは明らかであることから、撤去・新設

をお願いしました。 

卒業生など、本校にゆかりのある

方々には寂しい思いをされた方も

いらっしゃるかと思いますが、経緯

をご理解いただきますようお願い

いたします。 

令和２年１２月２４日発行 
令 和 ２ 年 度  第 １ ４ 号 
鹿児島市郡山町 1500 番地 
TEL 298-2004  FAX 298-2012 

校門（正門）付近の状況見込み 〇通行可 ×進入禁止 

 歩行者 車 

12/24（木） 〇 〇 

12/25（金） 

～ 1/5（火） 
〇 

× 
体育館裏（西門） 
から出入り可 

1/6（水）以降 〇 〇 

 

新設するにあたり、恒久的に残るものであることと、生

徒にとっても印象深いものにしたいとの想いから、下記

のとおりの仕様としました。 

校名板 

材質 御影石 

文字フォント 
㈱昭和書体「闘龍 」 

※下記注１参照 

門塀 

基材 鉄筋コンクリート 

表面仕上げ 
「郡山石」貼付 

※下記注２参照 

注１ ㈱昭和書体（さつま町）は、毛筆体のフォントを

制作している会社です。アニメ「鬼滅の刃」で、「柱」

の紹介等の場面で、同社の「闘龍」や「陽炎(かげ

ろう)」といったフォントが使われています。 

注２ 郡山石は、小野石や小山田石などとともに30万

年前の加久藤火砕流堆積物で、ピンク色をしてい

る特徴があります。郡山交番の近くにある「郡山中

央橋（上写真2枚）」の歩道や橋げたには、郡山石

（矢印）が使われています。 

㈱昭和書体は、本校区を南北に貫く国道328号を北へ

50分ほど走った、さつま町の市街地にあります。同社の

フォントは、85 歳の書家坂口綱紀氏が1 文字1 文字丁

寧に手書きされたものを、パソコン等で使える文字（フォ

ント）に加工しているそうです。直筆と見間違えるような

毛筆書体で、CM等にも多く使われています。 

映画公開でさらに人気が高まっている作品に関わって

いる人が、本校の身近なところにいるということを知っ

てもらうことと、文字一つであっても想いを込めること

でそれぞれの書体に表情や雰囲気が現れることを感じて

もらいたいと思い、書体使用の相談をしたところ、快く許

可をいただくことができました。 

ちなみに、闘龍書体は『闘争心にあふれ、力がありあま

った若い龍が、空を舞うさま』をイメージしているとのこ

と。本校の生徒が、力強く大空を舞うように活気にあふれ

る学校生活を送り、そして空に羽ばたくように巣立って

くれることを期待しています。 

1 月前半 行事予定 
4(月) 仕事始め 
5(火) 
8(金) 
9(土) D 土曜授業 

12(月) 
B  
3 年実力テスト 

13(水) 

15(金) 

18(月) B 職員会議ほか 
19(火) 第 5 回 PTA 指名委員会 

 ㈱昭和書体「陽炎」 

今
年
も
ご
支
援 

・
ご
協
力
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 
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